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新アミノ配糖体系抗生物質KW-1062の 内科領域における臨床応用
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ア ミノ配 糖 体 抗 生 物 質 と して は,Kammycin (KM), 

Streptomycin (SM)お よ びGentamicin (GM)が 主 な も

の とさ れ て きた が,最 近 は この方 面 の 新 しい 抗 生 剤 が 多

数 開 発 さ れ,漸 次 臨 床 に 用 い られ る よ うに な って きた 。

KW-1062 (慣 用 名:XK-62-2)は,神 奈 川 県 相 模 原 市 と

米 国Illinois州North Chicagoで 同 時 に, Micromono-

sporaのMK 65お よびMK 62か ら分 離 され た2種 の ア

ミノ配 糖 体 の うち の一 つ で あ る1,2)。構 造 的 に は6'-N-

methyl gentamicin C1aに 相 当 し3)(Fig.1), Strepto-

coccus, Diplococcusお よびClostridiumの 一 部 菌 種 を

除 くGram陽 性 お よび陰 性 の菌 に 対 し幅 広 い 抗 菌 ス ペ

ク トル を 有 す る とい わ れ て い る4)。 臨 床 分 離 株 に 対 す る

本 剤 の 感 受 性 を,鼠 本 化 学 療 法 学 会 感 受 性 測 定 法 に基 づ

い てMICを 測 定 し た 成 績 で は,Pseudomonas aer-

uginesaに 対 し,GMと 同程 度 感 受 性 ピ ー クを 示 し,

3.12 μg/mlで あ る と され た 。 ま た,Serratiaに 対 し て

もGMと 同 様1.56 μg/mlの 感 受 性 分 布 の ピ ー クを 示 し,

Klebsiellaで もGMと 同 じ く0.78 μg/mlの ピ ー ク で,

両 菌 種 に 対 し て はTobramycin (TOB)や Dibekacin

(DKB)よ りす ぐれ た 結 果 を得 て い る5)。Staphylococcus

aureusとEscherichia coliに 対 す る感 受 性 ピ ー クは,

そ れ ぞ れ0.39 μg/ml, 1.56 μg/mlと や は りGMと 同 じ

感 受 性 を 示 して い た とい う。

PtKW-1062は 他 の ア ミノ配 糖 体 抗 生 剤 と 同 じ く
,腸 管

か ら の吸 収 に 乏 し く,高 率 に 尿 に 排 泄 され る。 そ の 副 作

用は腎障害6)と聴覚系および平衡感覚 系障害7)が知 られ

ているが,腎 毒性についてはGM, DKBよ り軽くTOB

と同程度であり,聴 器毒性はGM, TOBよ りかな り弱

く,KMよ り弱くてア ミノ配糖体抗生剤の中間に位する

といわれている。

教室では末期癌患者の癌化学療法の際に,と くに免疫

低下をみる患者群でしばしば難治性の感染合併例を経験

し,多 剤耐性菌による気道 や尿路 感染 に対してKW-

1062を 使用した。また,感 染を合併 す る糖尿病や非代

償性肝硬変患者や院内での多剤耐性ブ ドウ球菌肺炎の患

者に対しても,同 様にKW-1062を 使用 して良好な結果

を得た。以下その臨床成績を報告する。

1. 対象ならびに方法

KW-1062が 投与された患者はTable 1に 示 す とう

り,気 道感染症が14例 であ り,ま た,尿 路感染症患者

はTable 2に 示 すように7例,こ のほかに糖尿病性昏睡

で緑色便の下痢と嘔吐を繰 り返した1例,お よび末期大

腸癌で横行結腸に糞瘻を形成し通過障害が改善 しても瘻

孔部の閉鎖をみず,膿 汁の流出著明でこれからPseudo-

moxas aeruginosaが 証 明されたものである。症例はい

ずれもKW-1062が 投与される以前にPenicillin系 ある

いはCephalosporin系 の抗生剤が投与されており,検 出

された菌種はこれらの抗生剤やTetracycline系 抗生物

質に耐性を示 していた。また,ほ とんどがGMに 感受性

を有してお り,症 例1はSMを 使用していたが聴器障害

が強く治療に困難をきわめていたものである。

検出された菌種は,対 象症例が癌化学療法中の末期癌

患者が多いためもあって,気 道感 染患者 群ではKleb-

siellaが14例 中8例 を占め,こ のほか尿路感染の1例

と前述の糞瘻形成後の瘻孔周辺化膿症の1例 にもKleb-

siellaが 検 出されている。Pseudomonas aeruginosaは

気道感染の3例 と尿路感染の2例 および膵炎 ・糖尿病性

昏睡で劇烈な嘔吐 ・下痢 ・発熱を呈した重症胃腸炎の1

例,瘻 孔周辺化膿症の1例 の計7例 に検出された。この

ほか,気 道感染患者の5例 に多剤耐性のStaphylococcus

aureusが 検 出され,E. coliが 気道感染1例 と尿路感染

Fig. 1 Struture of KW-1062
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の5例 の計6例 にみられた。このE. coli尿 路感染患者

の2例 にはProteusが,ま た1例 に はPseudomonas 

aeruginosaが 共存して検出された。

対象患者の年齢は25歳 から81歳 までかなり幅がある

が,23例 中16例 は40歳 以上で比較的高年齢層に対し

て投与されている。このうち男性が16例,女 性は7例

である。多 くの患者は原疾患に感染が合併して起こって

お り,原 疾患の内訳は胃癌 ・乳癌などの広汎な骨転移例

6例,肺 癌3例,末 期大腸癌および末期進展胃癌が各2

例,食 道癌が1例 と14例 が末期の癌であった。

このほか糖尿病が3例,肝 硬変が2例 あ り,肺 野全体

に粟粒結核 に合併 した耐性ブ ドウ球菌感染例が1例 あ

る。単純な気道感染 は医療 関 係者 のStaphylococcus

aureus院 内感染肺炎の2例 と高血圧で副鼻腔 炎 ・気管

支炎を合併し,Lincomycin, Metacolimycinを 用 いる

もPseudomonas aeruginosa, Proteus morganiiが 検

出され難治の1例 に使用された。

以上の22症 例に対し,KW-1062は いずれも筋注で投

与されたが,末 期大腸癌で瘻孔部化膿をみた症例には,

1日20mgのKW-1062が 局所に撒布使用された。

II. 結 果

KW-1062の 投与による効果は臨床的効果と検出され

た細菌に対する効果に分けて検討された。

1. 臨床的効果について

Table 3に 示すように,23症 例中21例 に発熱がみら

れ,明 らかな感染徴候があ り,こ の うちの17例 は1週

Table 1 Clinical effect of KW-1062 in respiratory tract infection 
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以上38℃ 以上の発熱が持続 してPenicillin系 あ るいは

Cephalosporin系 抗生剤投与にかかわ らず下熱をみない

ものであった。21例 中の14例 にKW-1062投 与後によ

うや く下熱をみたが,と くに高熱の持続 した17例 では

10例 が下熱し,気 道感染では咳嗽や喀痰排出,呼 吸困難

の改善がみられ,酸 素吸入施行例では酸素吸入が不要と

なった。気道感染に対しKW-1062が 投与された14例

のうち,肺 に異常陰影のみとめられたものが13例 あり,

KW-1062投 与後陰影消失に至ったものは,単 純な肺炎

2例 と肝硬変に気管支炎(気 管支肺炎)を 合併した1例

の3例 であ り,陰 影に明らかな減少と改善をみたものが

2例 ある。しかし,癌 患者では肺野にも転移巣があ り,

このために陰影の明らかな減少を判定 し得るに至らなか

った症例が多かった。

また,尿 路感染で尿沈渣に白血球増多等の異常所見が

あ り,尿 意頻数や排尿痛を含む排尿障害,腰 部や腹部痛

を訴えたものが,KW-1062投 与後6例 中4例 に明らか

な改善を得た。しかし,改 善例のうち1例 は間もなく白

血球が再び増加 し,尿 培養の結果,他 種の菌が感染して

お り,か つKW-1062投 与後肝機能に増悪傾向をみたの

で中断のやむなきに至った。

以上のように臨床効果でみると,発 熱その他の臨床症

状は21例 中14例(67%)に 改善が得られ,と くに強い炎

症所見があり高熱の続いた重症17例 でも10例(59%〉

に 明らかな改善がみ られた。気道感染症の胸部X線 所見

は,今 回対象とした患者が末期癌で肺転移を伴っていた

ため効果の判定が困難なものが多かったが,そ れでも陰

影の明らかな13例 中5例(38%)に 陰影の消失あるいは

著明な改善がみられた。尿沈渣の白血球数などの尿路感

染所見は6例 中4例(67%)に 得 られたが,1例 は他菌種

の増殖 と副作用の発生でKW-1062の 投与を中止し他剤

Table 2 Clinical effect of KW-1062 in urinary tract infection and other infectious diseases

* : All cases were administrated intramuscularly except case No. 23.

Table 3 Clinical effect of KW-1062 treatment 
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に切 り換えたので,Table 3に は6例 中3例 の改善と記

載してある。

また,糖 尿病性昏睡で重篤 な 胃腸炎 を発 しPseudo-

monas aeruginosaを 検 出した症例No. 22は, KW-

1062使 用後間もなく下熱 し,下 痢 ・嘔吐 も改善した。

末期大腸癌で,糞瘻 造設部に化膿巣を生じた1例 (No.

23)も,間 もなく膿汁排泄が止まり,瘻 孔は閉鎖した。

2. 細菌学的効果について

KW-1062の 細菌学的効果はTable 4に 示すように,

23例 中15例(65%)に 得 られている。喀痰から検出され

た菌群については,14例 中9例(64%)に 効果がみられ,

尿から検出された菌群 については7例 中4例(57%)に 効

果が得られた。吐物から検出された菌や創部膿汁からの

菌については,嘔 吐 ・下痢の停止および瘻孔閉鎖 ・化膿

病巣の治癒で菌検査が困難 となったが,病 変の改善で細

菌学的にも有効であったと判定 した。

次に菌種別にKW-1062の 効果をみると,Table 1,

Table 2に 一括 して示 したように,Klebsiellaは 気道感

染症8例 と尿路感染1例 の9例 中6例(67%)で 投与後の

培 養 で 陰 性 化 した 。 しか し この うち の3例 に は,後 述 の

よ うに真 菌 や 他菌 種 が培 養 さ れ るに 至 り,菌 交 代 がみ ら

れ て い る 。Pseudomenas aeruginosaは 気 道 感 染3例,

尿 路 感 染2例 の 計5例 の うち3例 で投 与 後 の培 養 で 陰性

化 した が,そ の うち の1例 は や は り他 菌 種 の出 現 を みて

い る 。 また,吐 物 か らPseudomonas aeruginosaが 検

出 さ れ た 症 例No.22と,創 部 膿 汁 か らPseudomonas 

aeruginosaとKlebsiellaが 検 出 され た 症 例No.23は,

前 述 の よ うにKW-1062の 使 用 後 病 変 部 が 改 善 治 癒 して

い る。

多 剤 耐 性 のStaphylococcus aureusが 検 出 さ れ た 気

道 感 染 症5例 で は,3例(60%)にKW-1062投 与 後 の喀

痰 培 養 で 陰性 化 した 。

E. coliは 気 道 感 染1例 と尿 路 感 染5例 の 計6例 か ら

検 出 され た が,3例(50%)で 培 養 陰 性 化 した 。

3. KW-1062投 与 後 の菌 交 代 の出 現

Table 5に は,KW-1062投 与 後 に 菌 交 代 が 起 こ った

症 例 を,症 例 別 に列 記 し,菌 交 代 の 証 明 され た 時 点 で の

KW-1062の 投 与 総 量 を 附 し て あ る 。気 道 感 染 で は14例

の うち5例 に菌 交 代 が み られ,1例 は 投 与 前 に 検 出 され

た 菌 に加 え て,Pseudomonas aeruginosaが 新 らた に検

出 され て い る(症 例No.8)。 これ を 含 む と気 道 感 染 で は

6例(43%)に み られ て お り,交 代 菌 はFungi (2例),

Streptecoccus pneumeniae, Serratia sp., Entero-

bacter aerogenes, Staphylococcus aureus,そ して 前述

のPseudomonas aeruginosaが 各1例 ず つ で あ った。

こ の間 投 与 され たKW-1062は い ず れ も500 mg以 上 で

あ り,1例 を除 け ば1,000mg以 上 で,4例 まで が1,500

Table 4 Bacteriological effect of KW-1062 

treatment

Table 5 Case of superinfection after KW-1062 treatment 
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mg以 上 の投与例であった。

尿路感染症では7例 中2例(29%)に 菌交代が起 こった

が,そ の1例 はPseudemongs aeruginosaに 対 し,

2,200 mg投 与 してFungiが 検 出されたものであ り,他

はE. coli, Proteus morganiiに 対 し540mg投 与 で

Proteus vulgaris,Pseudomonas aeruginosaと Fungi

が 検出された症例である。

4. KW-1062の 副作用について

KW-1062が 投与された23症 例のうち何らかの副作用

がみられたものは7例(30%)で あ った。この うちアミノ

配糖体抗生物質に特有の聴覚系および平衡感覚系の障害

を訴えた症例が4例 ある(Table 6)。 すなわち,気 道感

染症の症例No.5とNo.11に 難聴が出現し,症 例No.1

には一過性の眩暈が,症 例No.9に は耳鳴が起こってい

る。難聴を訴えたNo.5の 症例は,40mg 1日2回(計1

日80mg)を37日 にわた り筋注し,総 量2,690 mgに な

った頃軽い耳鳴を訴え40mg 1日1回 に減量した。しか

し46日 目,総 量3,320 mgに 達 した時点で難聴 ・耳鳴が

明らかとなり,検 査の結果アミノ配糖体に特有の聴力障

害と考えられたので,53日 目,総 量3,600 mgで 投与を

中止した。他の症例No.11で は,40mg 1日2回 筋注で

8日 目総量640mgで 難聴を訴えた。前記の症例のこと

もありただちに投薬を中止したところ,聴 力障害は軽微

でほどなく改善をみている。症例No.1は 全肺野にわた

り間質性肺炎の像を呈し,右 肺に肺化膿症を思わせる陰

影があり,多 種類の抗生物質がすでに投与されたものの

下熱の傾向が得られなかった。SM, KM, GMに 感受性

のあるKlebsiellaが 検出され,SMやKMが 投 与され

たが,耳 鳴,眩 暈,全 身の脱力感,頭 痛,悪 心 が 起 こ

り,0.59のSMの 投与が漸 く という状態であった。

KW-1062に 切 り換え40mg 1日2回 投与で8日 目から

数 日にわた り眩暈がみ られたが,一 般状態が急速に好転

し,下 熱するようになって耳鳴・眩暈も消失した。SM筋

注やKM筋 注時にみられ るような強い副作用は,本 症

例では起こらずその後の経過はきわめて順調である。

症例No.9は 喀痰からPseudomonas aeruginosa が

検 出され,GMに 感受性がみられたが,既 往にSM注 後

の全身熱感 ・眩量があるため と,軽 い腎障害 ・高血圧を

考慮し1日40mgだ け を投与した。11日 目440mg投

与 後耳 鳴を 訴えたので 喀痰の菌検索でPseuaomonas 

aeruginosaの 消失を確認し,14日 目560mgで 投薬を中

止した。中止後 日ならずして耳鳴も消失した。

このほか,40mg 1日2回(1日80 mg)投 与 で,投 与

4日 目に全身に粟粒大の紅斑が散在性に出現した症例が

あったが,抗 ヒスタ ミン剤や局所への副腎皮質ステロイ

ド使用で数 日で消褪 し,そのまま58日 間(総 量4,640mg)

を投与した症例がある。また,血 清肝炎の既往があり肝

硬変 とうっ血不全の存在した腎孟炎 の患者 では,KW-

1062 60mg 1日2回(1日120 mg)投 与 で投与2日 目の

血清GOTが 上 昇し,5日 目には発黄したので,総 量540

mgで 投薬を中止 した。中止後肝疵護剤を投与 して肝機

能はほぼ正常に近 く回復した。その他,検 査 しえた臨床

検査値では本剤 に よ る思 わ れ る異常は認めなかった

(Table 7)。

また,大 腸癌で糞瘻を造設した あ とに瘻 孔が化膿し

Pseudomonas aeruginosaが 検 出された例に,局 所に1

日20mgのKW-1062を 撒布したところ,瘻 孔化膿巣は

治癒し瘻孔は閉鎖 したが,創 部周辺に11日 目よ りびら

んを生じた。撒布を中止 したところ,び らんは速やかに

治癒した。

III. 考 按

冒頭にも述べ た よ うに,ア ミノ配糖体系抗生物質は

Gram陽 性菌から陰性菌にわたって,広 く抗菌力を有す

るが,な お多剤耐性ブ ドウ球菌や緑膿菌 に はKMと い

えども耐性のものが少なくなく,臨 床上これら菌種の感

染に対抗する薬剤が求められてきた。さきに梅沢博士は

これら菌のKMへ の耐性を3' -OHの 燐酸化酵素に求め

られ,3', 4'-dideoxykmamycin B (DKB)を 合成され,

緑膿菌をはじめとするGM感 受性菌へ のす ぐれた抗菌

性を示された。しかし,多 剤耐性黄色ブドウ球菌や緑膿

菌,大 腸菌,肺 炎桿菌などで,臨 床分離株に対 してはな

おGMがDKBよ りも強いか同程度の抗菌力を示す場合

が90%程 度あるので8),GM類 似 のアミノ配糖体で副作

用の軽い薬剤の出現が待たれていた。

KW-1062は 構造的には6'-N-methyl gentamicin C1a

であ り,そ の作用点はSM,KM,GMな どのア ミノ配糖

体抗生剤と同様に,ribosomeの70 S initiation complex

形 成を阻害し,miscodingを 起 こして蛋白合成の 阻害

を招き抗菌作用を 現わすものと考えられる9)。 実 際 に

in vitroで 臨床分離株を対象にみられた感受性は,GMと

Table 6 Side effect due to KW-1062 and dose 
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Table 7 Laboratory findings before and

* KAU , B : Before, A : After
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after KW-1062 treatment
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ほぼ同一であり,し かもア ミノ配糖体系製剤に特有な腎

障害や聴覚系および平衡覚系障害がGMやDKBよ りも

軽度であるということが明らかにされ,臨 床家にとって

大きな福音を感 じさせるものであった。とくに教室では

末期癌に対し積極的に化学療法を施行する こ と もあっ

て,多 剤耐性のKlebsiella, Staphylococcus aureusや

Pseudomonas aeruginosa,さ らにはSerratia, E. coli

な どの感染に対し,末 梢血白血球数の減少や免疫能低下

も加わるのでその治療に多大の労力を費してきた。その

意味で今回提供を受けたKW-1062を 多剤耐性でGMに

感受性を有するこれら菌種の検出された患者群に対しか

な りの長期にわたって投与してみたのである。

KW-1062の 血 中濃度は筋肉内投与で30～60分 にピー

クがあ り,40 mg投 与で4～5μg/ml, 60mg投 与で6～

10 μg/mlに 達するという10)。教室でも40mg投 与後の

血中濃度を患者症例2例 と健常人について,ま た60mg

投与後の血中濃度の推移を健常人について検討 してみた

(Fig.2)。 患者症例は連 日40mg×2回 の投与を受けてい

るもので,投 与前値でもすでに0.3～0.5 μg/mlの 範 囲

の血中濃度があ り,また,40mg筋 注 の12時 間 目にもなお

低濃度なが ら抗菌性が得られている。やは り60mg投 与

の方が,投 与後30, 60, 120分 の血中濃度が高かった。

KW-1062は 胆汁移行が,き わめて少なく,腎 を介して

尿に排泄される率がきわめて大きい とされてお り,2時

間で投与量の40～50%が 尿 から回収されるという10)。

教 室でも40mg投 与例で,健 常対象者で2時 間に13.8

mg,症 例No.1で13.0mgと 約1/3が 尿から回収され

た。しかし症例No.2は 糖尿病でやや脱水傾向にあ り腎

障害を伴なっているため,2時 間に4.1 mgと 約10%が

回収されたにすぎず,脱 水傾向にある患者や腎機能障害

者では排泄遅滞を考慮 して投与すべきことが示唆された。

ちなみに症例No.2の4時 間値の血中濃度は明らかに他

より高 く,排 泄遅延を思わせた。60 mg筋 注後の2時 間

尿には,27.9, 24.1, 21.9mgと 平均24.6 mg(41%)が

回収された。

KW-1062の 投与量は教室では,1回 量40～60mg,

1日 投与量40～120mgで あったが,そ の臨床効果は67

%に 得 られ,尿 所見の改善は50%に おいてみられた。

また,細 菌学的効果は喀痰中の細菌 に対 し64%,尿 中

細菌に対し60%と い う成績を得ている。真下はKW-

1062の 全国症例での効果を検討 し,気 道感染症に対し

て臨床効果63%,細 菌学的効果35.2%を 示 し,ま た尿

路感染に対し臨床効果75.5%,細 菌学的効果59.2%を

得ている11)。このように,細 菌学的にみて,な おKW-

1062に 耐性を示す細菌 が 存在 して お り,教 室例では

Klebsiella, Psendemonas aevuginesa, Staphylococcus

aureus, E. coliで 喀痰や尿からの菌の消失や減数がみら

れなかったものが1/3～1/2の 症 例にみられ ている。さ

らに本剤の使用により菌の交代が23症 例中7症 例にみ

られ,ま た,1例 では本剤を使用 していながら,投 与前

に検出された菌種 のほかにPseudomenas aeruginosa

が新たに検出された。この意味では喀痰や尿の培養は週

1回 程度は行ない,菌 への効果 とともに,菌 の交代をチ

ェックすべきであ り,と くに真菌や本剤の効果が比較的

少ないStreptococcusやEnterebacterな どの検出も考

えるべきである。また,本 剤使用後にしばしばみられる

という耐性ブ ドウ状球菌の出現は,1例 にみられたにす

ぎなかった。しかし,本 剤が有効なはずのSerratia sp. 

やPsendomonas aeruginosaが 交代菌として新たに検

出された症例が存在することもあ り,こ の薬剤のみで充

分 と考えることは危険であると痛感した。

副作用の面は,前 項で詳述したが,全 国集計の成績11)

に比較 して第8脳 神経に対する障害が比較的多 くみられ

た。しかし腎障害は一般に軽 く,ま た肝障害も全国集計

の成績より低率であった。局所に撒布した1例 は,撒 布

量が多かったせいか,局 所にびらんを形成 したが,薬 物

撒布を中断す る こ とで容易に消失 した。臨床上KW-

1062を 筋注する場合最も支障を きたしたのは,注 入部

の疼痛や硬結形成であ り,こ の意味では本剤の注射薬剤

型に何らかの工夫を加えるべきと考える。いずれにせよ

大きな副作用―聴覚 ・平衡覚障害,肝 障害一は投与後1

週以内(総投与量650 mg以 下)で 発現 しており,投 与早

期から患者の愁訴をチェックするとともに,血 清GOT

そ の他の肝機能を検査すべきものと考える。

以上,KW-1062は ア ミノ配糖体 として臨床上有用な

薬剤で,GMに かわ り広い使用域が得られる思うが,な

お本剤に耐性を示す症例も少な くなく,ま た程度はGM

よ り軽 くとも聴覚 ・平衡覚系に障害を招く場合があり,

さ らに腎機能障害者には充分に留意して投与すべきであ

ることを知った。

Fig. 2 Serum level of KW-1062 after 

in jection 
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IV. 結 語

1) KW-1062を 主 として進行癌患者や糖尿病,さ ら

に耐性ブ ドウ球菌院内感染者23名 に使用した。

2) 臨床 的効果は全体 として67%に 得 られ,尿 路感

染者での効果は50%で あ った。細菌学的効果は,気 道

感染者で64%,尿 路感症者で60%に 得 られた。

3) 細菌交代現象は8例 にみられ,真 菌やGM耐 性緑

膿菌,耐 性ブ ドウ球菌などが出現した。

4) 副作用は7例(30%)に み られたが,聴 覚 ・平衡覚

系障害が4例,肝 障害1例 があ り,い ずれも650mg未

満 の投与時に出現した。腎障害顕著な症例はみとめられ

なかった。
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CLINICAL APPLICATION OF KW-1062 IN THE FIELD 

OF INTERNAL MEDICINE 

TAKASHI SHIMOYAMA, KIYOSHI MIKAWA, MASAMICHI SATOMI 

MASAKATSU KANO, TADATSUGU OHNO, KAZUTAMI TAMURA 

KOHICHI KUMAGAI, YOSHIHIRO FUKUDA, SHINJI HORI 

MITURU SUJISHI, TATSUO IKEMURA, TOYOAKI KUROIWA 

and HIROCHIKA NISHIYAMA 

The Fourth Department of Internal Medicine, Hyogo College of Medicine

1) KW-1062 was chiefly applied to 23 cases of various infectious diseases combined with underlying 
diseases, such as progressive cancer, diabetes mellitus and nosocomial infection due to resistant Sta-

phylococcus aureus. 
2) The clinical effectiveness rate of KW-1062 was 67% in all cases, and 50% in patients with 

urinary tract infections. 
Bacteriological improvements were obtained in 64% of patients with respiratory tract infections and 

60% in urinary tract infections. 
3) Superinfection was observed in 8 cases in which appearance of fungi, gentamicin-resistant 

Pseudomonas aeruginosa, resistant Sta. aureus, etc. was noted. 
4) Side effects were encountered in 7 cases (30%). Impaired sense of hearing or equilibrium was 

observed in 4 cases and hepatic impairment in one case.
No noticeable side-reactions were observed in renal  function. 


